
崇
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める  知っておきたいキリスト教のことば （5） 

「崇める」という言葉が出てくるのは、新共

同訳聖書ではイエス様が主の祈りを教えられ

たマタイ 6:9とルカ 11:2の二か所だけです。 

広辞苑を見ますと、「崇める」には、「尊いも

のとして扱う、寵愛する」といった意味があり

ます。しかし聖書の中では、「聖別すること、

取り分けること、聖とみなすこと」という意味になります。 

そもそも「崇める（ハギアゾー）」という言葉は、「聖（ハギオス）」とい

う名詞の動詞形なので、最初から「聖いとされる、聖なるものとされる」

という意味なのでしょう。主の祈りも、多くのプロテスタント教会では「御

名をあがめさせたまえ」ですが、聖公会やカトリックでは、「み名が聖とさ

れますように」となっています。ややこしいですね。 

神さまを、自分たちとは遠く離れた近づくことの許されない存在として

きた旧約の考え方は、イエス様の十字架によって変えられました。わたし

たち自身も聖とされ、神さまはわたしたちと共におられる存在となったの

です。ですから「御名が崇められますように」は、神さまがすべての人に

とって聖なる方とされる世の中になりますように、と祈ることにもなるの

です。 

なお新共同訳聖書には、「あがめる」とかな表記されている箇所もありま

す。その意味は、上に書いた「聖」とはそれぞれ違います。たとえばマリ

アの賛歌（ルカ 1：46）の「主をあがめ」の意味は、「称賛する」というこ

とです。また羊飼いが「神をあがめた」（ルカ 2：20）場面（ルカ 2：20）

は、「栄光を帰す」という意味に、さらにマタイ 15：9に書かれている「む

なしくわたしをあがめている」の「あがめ」は、「礼拝する」という意味に

なるそうです。それぞれのニュアンスの違いを感じながら読んでいくと、

聖書がますます生き生きと語りかけてくれるかもしれません。 

次回は「悪霊」です。お楽しみに。 


